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このチーム研究では子育て支援を目標とした地域母子保健活動を質的に検討している。

本年度から 3年計画で乳幼児健康診査(乳幼児健診)のいわゆる『満足度J評価について検討する。 1年
目は、 『満足度J調査について文献的考察をし、 「満足度』の内容について何を把握すべきかを議論し、調

査のあり方を検討し、試案を作成した。

特設した調査項目としては

1)健診の評価を2つの視点から問う

①「今日の健診でお子さんの健康状態などのチェックについての対応はどうだったかJ
@r今日の憧診でお母さんや保護者の悩みや不安などについての対応はどうだったか」

(ともに「十分だったJから「不十分だったJまで5段階の選択肢)

2)受診前の疑問や不安が、健診によって解消したかどうかを問う

さらに憧診のどの段階(問診・身体計測・診察・栄養指導など)で、もしくはどの担当者(保健師・医師・

歯科医師・栄養士など)のところで解決したかを問う

キーワード:子育て支援、母子保健、地域母子保健括動、乳幼児健診、満足度調査
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1.研究目的

地域母子保健活動の評価には、地域の母子の憧康度の

向上への寄与を中長期的にみる必要がある。そのため、

集団としての憧康度の向上と、個々の母と子及びその家

族等の健康度の向上を検証するしくみが必要である。

この研究では、子育て支援の観点から、子育て不安や

親子関陣等を含めた母子の現状を的確に把握し、課題に

的確に対応するため、地域母子保健活動で得られた成果

の括用について検討してきた。

本年度より 3年計画で乳幼児健康診査(乳幼児健診)

のいわゆる満足度評価に閲する研究に取り組むこととし

た。

乳幼児健診は、各市町村において重要な母子保憧事業

である。住民側から見て、健診が望ましい形で実施され

ているかどうかという評価は、長期的・総合的な視点か

らなされるべきであり、受診率やコストパフォーマンス

など行政上の評価、受診者の満足度評価、地域保健とし

ての憧康度評価等を総合した評価が必要である。

受診者の満足度評価については、健やか親子21にお

いても一つの指標として取り上げられ、乳幼児健診に満

足する者の割合の向上が求められている。しかし、単に

受診者に対する質問紙調査で満足したかどうかという質

問をして満足度を数字で表すだけでは十分とはいえない

と考えられる。

一方、全数に近い把握ができる乳幼児憧診は、子育て

支援として、虐特防止の指導の機会として、貴重な槽会

である。この機会を活用できているかという観点から乳

幼児憧訟を検討し、さらなる充実に役立つ調査を検討す

べきである。

重要な母子保憧事業である乳幼児憧診の充実を図るた

め、乳幼児憧診の満足度について検討する。

II. 研寛方法

1.研究計画 (3年間)

1 )満足度調査票の検討

2)予備調査の実施

3)調査の実施(乳児瞳昔、 1歳6か月児健診、 3歳

児憧語、その他の憧診。委託健診も含める予定)

4)調査結果の検討

5)提言のとりまとめ

2.本年度の研究計画

1 )満足度調査のあり方について検討

2)満足度調査内容の検討

3)予備調査の実施

4)調査結果の検討

3.予備調査について

1 )調査地域の選定

120 

2)満足度調査の実施方法、調査票の検討

3)倫理委員会による審査:研究所倫理委員会の承認

を得た。

4)調査の実施:

・調査時期:2011年 4月以降

・調査対象地域:関東地方のA市各区

・調査対象者;各区が実施する 3~4 か月児健診、

1露 6か月児健昔、 3歳児憶診の集団憧診にお

ける受診者(各健診2四分の受診者)

計約 2300名

・調査方法;自記式質問紙調査

憧診の受付後の集団指導の場で、区の保健師が

受診者に調査の説明をし、了解を得て調査票を

配布する。受診者は健診終了後自宅で回答し、

調査票は郵送により回収する。

m.研買結果

1. r満足度」評価のための調査について

乳幼児健診の満足度とは何か、満足度をどのように把

握すべきかについて研究チームで検討した。

憶やか親子 21の「健診に満足している者の割合」とし、

う項目については、指標としてあげられている数値の解

釈についても討議した。

また、いわゆる満足度とは別の角度から、受診者が憧

診を評価する醸の指標となるものについて検討した。

く乳幼児健診の満足度調査についての検討肉容〉

1 .乳幼児値E舎の満足度調査について

乳幼児健診の満足度調査については、大きく分けて 2

つの側面がある。

A)市(区町村)民サーピスとしての共通項目

健診の時期や回数、日時(曜日・時間帯)、会場のアク

セス、駐車場の有無、待ち時間の長さ、健診全体の所要

時間、従事スタッフの対応(言葉づかい等)など、他の

分野の事業と共通な部分である。

B)乳幼児健診抽自の詳細な向容に聞する項目

これには、 2つの視点からのアプローチが必要である。

すなわち健診当日、樟診終了の時点での評価と、長期的・

総合的な評価である。

1)健診当日、健詰終了の時点での評価

CD瞳診の各段階、各担当者についての評価

憧診の流れの中で、多くの職種が関わり、問診・測定・

診察・検査・集団指導・個別指導等、多種類の対応をす

るころから、どの段階の評価なのか、どの担当者の対応

の評価なのかを明確にする必要がある。

@対象となった母子(及び家族)の個別ニーズに応える

ことができたかという観点からの評価(健診当日におけ

る評価、一連の乳幼児健診の終了時点における評価)

これには、各受診者について値別の検討が必要となる。
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助言内容は適切であったか、理解できたか、不安に思

っていたことなどを相談できたかどうか等について確認

が必要である。更にどの段階の評価なのか、どの担当者

の対応の評価なのかを明確にすべきである。

個別ニーズに応えることができたかという点に関して

は、対象者の主観的評価と、対象児の状況に応じた母子

保健上の客観的な専門的評価を合わせて検討すべきであ

る。

2)長期的・総合的な評価

由一連の乳幼児健診を総、合した評価

乳幼見健診は、経過観察健診、精密憧診など二次憧診

や事後指導等を含めて成り立っており、次の健診(例え

ば1歳6か月児憧普から 3揖児健診)まで対応が連続す

る場合もあるなど、一連の乳幼児健訟を総合した評価の

下に個々の健診を振り返る必要がある。

@対象となった母子(及び家旗)の個別ニーズに応える

ことができたかという点からの長期的評価

これは、長期的経過を追った上での事笹評価であるが、

同様に、対象者の主観的評価と、対象児の状況に応じた

母子保偉上の客観的な専門的評価を合わせて検討すべき

である。

2.現在の満足度調査について

1 )満足度調査の形式について

現在、各自治体で実施されている満足度調査は、大別

すると、乳幼児憧診の満足度調査を単独で実施する場合

と、他の市(区町村)民サーピスと組み合わせて実施す

る場合がある。

健診当日に調査票を匝り、その場で回収する方法と、

後日郵送で回収するものがある。

2)乳幼児健訟の満足度調査の実施状況について

乳幼児憧訟において、満足度調査はどれくらい実施さ

れているかについては、平成 17年度および 18年度に実

施された「乳幼児健診システムに関する全国実瞳調査」

で、全閏1.139自治体を対象に、乳幼児瞳静受診者に対

する満足度調査の実施状況を調査した。

その結果、「定期的に調査している」は 65自治体(4.時)、

「ときどき調査しているJは366自治体 (27.7粉、 「全

く行っていなbリは 864自治体 (65.5則、 「記入なしJ

は24自治体(1.8覧)と、定期的に実施している自治体は

まだ少ない状況にあった。

定期的に実施している白措体に調査方法等を問う 2次

調査を実施したところ、実施方法は「質問紙(アンケー

ト)Jが、 96.師、買聞紙の配布方法は「健診会場で手渡

し」が 71.師、回収方法は「健診会場に提出場所を設定

(箱等を準備)Jが 71.9覧であったo

3. 現在の満足度調査の謀題について

1) r健やか親子 21Jの指標について

憶やか親子 21では、「課題4 子どもの心の安らかな発

達の促進と育児不安の軽減jの行政・闇保機関の取組の

指標 4-11r乳幼児の健康診査に満足している者の割合j
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を増加傾向にすることが目標とされている(表 1)。

表 1 健やか親子 21の取り組みの指標

時畢

日葺

l!i 

重量凶鮒土田掴

n量睡眠白血眉

(健やか親子 21第 2回中間評価報告書より)

策定時の現状値l土、 30.5弘(平成 12年幼児健康度調査

における 1~6 歳全体の値)

5年後の第 1回中間評価では、 1歳 6か月児 32.4%、3

歳児 30.0覧(平成 17年度「健やか親子 21の推進のため

の情報システム構築と各種情報の利活用に関する研究」

主任研究者:山臨然太朗)。

第 2 田中間評価では l識 6 か月児 35.7%、

3最児 34.0%{平成 21年度「健やか親子 21を推進する

ための母子保憧情報の利活用に関する研究J主任研究

者:山脇然太朗)。

いずれも増加佃向が認められるが、第2回中間評価に

おける分析としては、「満足度が増加している背景には、

子育て支援に視点をおいた各自治体の健診の取り組みが

評価されている可能性がある。しかし、持ち時聞の短縮

等の改善すべき点もある。」とある。

評価としては、増加個向にあることは認めつつ、「策定

時の現状値が 30怖と低いレベルからのスタートにもかか

わらず、今回も伸び率としては低い。」とされた。

調査分析上の課題としては「韓診の医療機関委託(特

に乳児)が進んでおり、これを考慮に入れて分析するこ

とが必要である。Jとされている。

さらに目標達成のための課題としては「満足度が伸び

悩む理由の調査・分析とその解消のための取組が必要で

ある。また、親にとって健診は『子育ての評価を受ける

機会』から、『子育てを応援してもらえ、エンパワメント

される機会』であるとし寸意識の転換が必要である。 jと
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されている。

評価の基礎となる値が、課題とされるような内容を反

映した数字であるのかどうか、「乳幼児の健康診査に満足

している者の割合」を的確に把握できているかどうか、

慎重に検討する必要がある。

2)基礎となる調査結果の検討について

「乳幼児の健康診査に満足している」かどうかという

ことほどのようにして把握されているのであるうか。

①憧やか親子 21のベースライン

健やか親子 21の策定時には、「乳幼児の健康診査に満

足している者の割合」そのものを調査したデータはなく、

それに相当する調査結果をベースラインとしている。

平成 12年の幼児健康度調査で、これまでに保館所や保

健センターの集団健診を受けたことのある人(幼児の親)

に、健診を受けた感想をたずねた。「その他」を含めて 1

1の選択肢を挙げて(複数回答可能として)回答を求め

(表 2)、このうち「信頼がおけて安心できたJと答えた

人の割合を当てている(表 3)。

表2 平成 12年度幼児健麿度調査票(抄)

Q22.これまで乳幼児健診は主にどこで受けましたか。
1 保憶所、保飽センターの集団健診
2 開業医・診療所
3 病院
4 受けていない
5 その他(

1の「保健所、保健センターJにOをつけた方におたず
ねしますa

↓ 
Q22-1.健診を受けた感想はいかがですか。
1信頼がおけて安心できた
2 医師や保健婦の話が勉強になった
3栄養士の話がためになった
4 心理士の相談がためになった
5 もっとゆっくりした時間がほしかった
6 個別の相談がしたかった
7 決まりだから受けた
8 知っていることばかりを教えられた
9 形式的だった
10友達ができてよかった
11その他(

表3 乳幼児の健康診査が憧頼でき安心したものの割合

(平成 12年度幼児健康度調査)

児年齢 信頼がおけて安心できた

1歳 30.6 

1.6最 30.5 

2揖 32.4 

3歳 29.2 

4晶 28.0 

5-6歳 31.3 

合計 30.5 

*乳幼児健診を保健所、保健センタ」で乳幼児健診を

受けた人を母数とした
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健訟を受けた感想の選択肢には、他に「医師や保障掃

(現在の保健師)の話が勉強になったJr栄養士の話がた

めになったJr心理士の相談がためになった」などがある。

「信頼がおけて安心できた」というのは健診全体のこ

ととして答えるとも考えられる一方、医師や保憧師など

以下に挙げられている職種の一人に対する感想である可

能性もあり、質問としてはやや暖昧である。

複数回答可ということに気づかず、最も印象に技った

ことに近い選択肢だけを選ぶ人もあったのではないかと

も考えられる。

「健康診査は、信頼がおけて安心できましたか、そう

ではなかったですか」という単独の質問ではないことを

考慮する必要がある。

@憶やか親子 21の第2回中間評価

第2回中間評価のため、ベースラインに用いたものと

同じ買聞を、上記の研究において実施された「親と子の

健康度アンケート」の 1歳 6か月児と 3最児用のアンケ

ートの中で用いてデータをとっている(表 4)。

表4 r親と子の檀康度アンケートJ.(抄)

(1最6か月児用と 3麓児用に共通の質問項目)

問25これまでに乳幼児健診は主にどこで受けましたかa

1保健センターや保健所の集団健診

2開業医・診療所

3病院

4 受けていない

5 その他(

問 26 健診についての状況はし、かがでしたか白

1 とても満足している

2満足している

3 満足していない

4全く満足していない

問 27 健診を受けた感想はいかがですか。

(あてはまるもの全てOをつけてくださb、)

l 信頼がおけて安心できた

2 医師や保健師の話が勉強になった

3 栄養士の話がためになった

4 心理士の相談がためになった

5 もっとゆっくりした時間が欲しかった

6 個別の相談がしたかった

7決まりだから受けた

8知っていることばかりを教えられた

9 形式的だった

10友達ができて良かった

11その他(

このうち、問 25と問 27が幼児憧康度調査と同じ質問

であるが、その聞に、間 26として「満足しているJかど

うかをそのままたずねる質問があった。

結果は、「信頼がおけて安心できた」にOをつけた人は

1歳6か月児と 3輯児でそれぞれ 35.7%，34.0犯であった

(表的。
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表5 乳幼児健康診査の感想(平成 21年罰査)

抑制児健輔査の騨
明幼児健康診査を主に保健センター〈喉酬の集団韓診で受診したと図書I..t.:者lこおいて)

116守月児 3車児

N 弛 H q唱

信脚おけて安心できた 1973 お.7 ~141 制

医師や韓憧踊白話ffi:勉強になった 1918 35.8 2192 34.1 

量豊士四話がた刷こなった 10朋 19.6 日伺 ]5.8 

心理士仰掴誌がため|こなった 99 1.8 16d 2.6 

もっとゆっくりした時聞がaしかった 4舗 aa 456 71 

個別の相断がしたかった 195 3.5 ]92 3 

iI:'判定'b¥i;!劉Itt: 1国 14.2 ]2]1 19.2 

担っていることばか世教えられた ]4l! 2.7 2開 3.3 

彰式的だった 771 ]4 917 14目5

主連ができて良かった 266 4.8 242 3.8 

その他 m 5.9 352 5.6 

一方、「満足度jの方は、 Iとても満足しているJと答

えた人が l歳 6か月児と 3議児でそれぞれ、 16.3目、 14.7協

で、「満足している」がそれぞれ、 75.3弘、 75.4'弘であり、

「とても満足しているJと「満足している」の合計では、

91.師、 90.聞になった(表的。

表6 乳幼児健診の満足度(平成 21年調査)

抑制児健康診査の献度

(制IJI~蹴診査を主に保健センターや保健所の鯛健診で受診した阻害した者においτ)

l歳付月児 3鹿児

'l6 N 軸

とても清Eしている 蜘 16.3 927 14.1 

満Eしている 4.1日 75.3 4.768 75.4 

溝~.l，ていない 制 6.1 m 6.7 

全〈貴iL.τL唯L¥. 31 0.6 46 0.7 

量目t 93 1.7 159 2.5 

@平成 22年度幼児健康度調査

憶やか親子 21の策定時の現状値に用いられたのと同

じ幼児健康度調査が、10年自の平成22年に実施された。

質問項目には「これまでに受けた乳児憧診に満足して

いますか」という質問が加えられている(表 7)。

表7平成田年度幼児健康度調査票(抄)

Q 15 お子さんがこれまでに受けた乳児健診に満足してい

ますか。

1 満足している

2満足していない

3 健診は受けたことがない

Q15-1お子さんの乳幼児健診は主にどこで受けましたか。

1 保健所、保健センターの集団健診

2 開業医・診療所

3病院

4受けていない

5その他(
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Q15-2 そこで受けた健診の感想はいかがですか。

(複数選択)

1信頼がおけて安心できた

2医師や保健師の話が勉強になった

3栄養士の話がためになった

4 心理士の相談がためになった

5友達ができてよかった

6 もっとゆっくりした時聞がほしかった

7 個別の相談がしたかった

8 決まりだから受けた

9 知っていることばかりを教えられた

10形式的だった

11その他(

結果は、「信頼がおけて安心できた」にOをつけた人は

l車 6か月児と 3最児でそれぞれ 40.4弘、39.8出であった。

また、これまでに受けた乳児健診に I満足している」

と答えた人が、 l歳6か月児と 3歳児でそれぞれ、 89.師、

89.9%であった。この「満足度Jの賓聞は、乳幼児憧診で

はなく、乳児健診についての聞いであり、結果を分析し

た割合は、主に集団健診を受けた人ではなく、健診を受

けたことがある人に対しての数字であるo

細かい点での差異はあるが、健やか親子 21で指標とさ

れている「乳幼児櫨診に満足しているものの割合」は、

「健診に満足していますかJという聞いで得られる回答

とは異なっている。

各自治体が実施しているいわゆる満足度調査の多くは、

「満足していますかIという問L、かけになっており、 70

~90%の人が f満足している」と答えている。

3) r満足している者の割合Iを増加させるための

対策について

各自治体は、「乳幼児健診に満足していない」人が存在

する場合、その理由を検討する必要がある。

①市(区町村)民サービスとしての共通項目について

第2回中間評価では、「待ち時間の短縮等の改善すべき

点もある。」という分析がなされているが、乳幼児健診の

担当部署だけでなく、他の部門と共同して対応すべき部

分もあるであろう。

@乳幼児蝿診狙自の内容に関する項目について

受診者の要望のうち、健診会場の改善、マンパワーの

確保など、予算の増額や人事上の問題などに係り、即座

には対応できないものも多いであろう。

一方、乳幼児健診の運営方法を改善することで応じら

れる部分は、具体的な対策を検討すべきである。

しかし、乳幼児健診とL寸事業の性格上、対処に苦底

する問題もある。

-受診者が相反する要望を寄せる場合

例えば、健診の時間帯として、午前中がよb、か午後が

よいかという問題がある。午前中は、子どもが眠くなり
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にくい点は望ましいが、出かける準備をするのがあわた

だしいという声がある。午後は出かけやすいが、子ども

は一般に眠くなる時間帯であり、測定や診察などがやり

にくいなどの点が指摘される。一長一短であって、どち

らにしても時間帯については不満が残ることになる。

二者択一でなくても、伊lえば、土日健診への要望に部

分的に応じた場合を考えてみる。

平日健訟の一部を土日に実施することにすると、「平日

に実施されるからよくなbリと答えていた群は満足度が

上昇する可能性があるが、平日健診の回数が誠少により、

満足度が高かった群の満足度が下がる可能性がある。

-個別のニーズを十分に把握しきれていないために対応

が不十分とされる場合

健診そのものの内容を充実させるためには、個別のケ

ースについて詳細な検討が必要である。

健診のどの段階、どの担当者の担当部分を改善すべき

かについては、「個人攻撃」や「あらさがしJになること

は避けなければならないが、不安を抱いている親の情緒

的な反応等を理解する必要もある。

結果的に対応が不十分となったケースについて、その

実態や原因を調査する際には、遠慮して聞きたいことも

聞けない場合や母親自身が相談すべきことかどうか判断

できない場合などいろいろな事例が考えられるため、自

由に相談内容や悩みを書き記すことができるよう、密封

して回収するなどの工夫が必要である。

こまごまとした質問や漠然とした不安にどう応えるか

ということも含めて、相談や問題を受けとめる体制を作

ることが大切である。

また、自分が相談したいことを自覚しないまま健診に

訪れる親や、多くの疑問を抱えて受診する親も多いと推

測されることから、事前に質問事項や相談ごとの内容に

ついて考えておくきっかけを提供することも重要である。

このためには、健診の実施について個別通知をする際

に、憧官舎内容を詳しく伝え、問診票に加えて、質問事項

や相談ごとの内容について保護者がメモをする欄を十分

に設けたり、必要に応じて事前にファックスやメール等

で連絡できるようにしたりするなどの方法が考えられる。

4.満足度調査の今後について

1)満足度が低い理由の分析について

健診内容の検討と、健診内容の検討では対応しきれな

い部分についての対応とを、分けて考える必要がある。

2)乳幼児憧診の内容に関する詳細な調査について

①健診の受診に先立ち、保謹者に解決したい問題点の

整理を喚起する工夫とそれを的確に把握する工夫

@乳幼児健診の詳細な内容に立ち入った調査の実施と、

密封するなど回収時の工夫

3)握り涯り法による長期的評価

長期的評価は、コホートスタデイによることが望まし

いが、時間もコストもかかることから、 1詰 6か月児瞳

診時に乳児健診を、 3揖児健診時に 1揖6か月児瞳診を、
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振り返る形で、過去の健診が世に立った、受けてよかっ

たと思えるかどうかなどについて保護者に問う。問診票

を事前に郵送する際に調査票を併せて届ける形式で調査

する。可能であれば過去に受けた健診の各期について問

フ。

4)調査票の案について

①事前に送付する調査票

<ID瞳諺当日に配布する調査票(その場で、もしくは後

日郵送で回収)

以上のように検討結呆をまとめた。これをもとに、満

足度評価のための新しい調査を考案した。

II. 満足度調査の実施について

調査の原案をもって関東地方の教か所の自治体に調査

の実施を打診した。市民サービス全体の満足度調査を検

討中である、他の調査を実施した直後であるなど、樺々

な事情があり、年度内の実施が可能な自治体はA市のみ

であった。調査の実施に重点を置き、市の要望を取り入

れて調査票を完成させることとしたロ

研究チーム及びA市の乳幼児憧診担当者で、満足度調

査の実施方法、調査内容について検討した。

1 )調査地域・調査対象

A市各区の 3~4 か月児健語、 1 歳 6 か月児憧診、 3

歳児憶診の集団健訟の受診者

2)調査期間

当初、平成 23年 2-3月に調査を予定していたが、諸

般の事情により、 3月中旬から下旬の実施となった。

しかし、東日本大震災に伴う節電のため、照明が不十

分になる憧診会場ができたため、会場を変更せざるを得

なくなった。それにより通常の時間配分での憧診が難し

くなり、調査の説明時間が十分確保できなくなったため、

調査を平成田年度に延期した。

3)調査内容

健診全体の満足度を問う質問と、個別のニーズへの対

応に関わる賓聞を並行して実施することとした。

①憧器全体の満足度を問う項目

・「今日の健診でお子さんの憧康状睡などのチェック

についての対応はどうでしたか」

→「十分だった/だいたい十分だった/どちらともいえ

なし〉やや不十分だった/不十分だった」

・「今日の健診でお母さんや保護者の悩みや不安など

についての対応はどうでしたかJ

→「十分だった/だいたい十分だった/どちらともいえ

なし〉やや不十分だった/不十分だったJ

@受診前の疑問や不安が、健診によってどれだけ解消

したかを問う項目(解決につながった場や、職種を問う)

• r今日の健診を受ける前に、お子さんについて気にな

っていたり、子育てのことで相談したいと思ってい

たり、聞きたいことがありましたか」
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→「今日の健診で、そのことは、解決につながりまし

たか」

→「健診のどの段階で、もしくはどの担当者のところ

で解決しましたかJ(問診ー身体計澗・診察・栄養指導・

保憧指導など)(保憧師・看護師・助産師・医師・歯科医

師・栄養士・臨床心理士・受付事務・ボランティアなど)

@健診でよかった点、もの足りなかった点を具体的に

問う項目

ー「今日の健診で聞けてよかったと思う話や助言など

がありましたかJ(自由記載)

・「今日の憧診で、できればして欲しかった対応、聞き

足りなかったことなどが、ありませんでしたかJ(自

由記載)

4)調査票の回収方法

当日回収する方法、乳児健診では健診の 2日後(ツ反

の判定日)に回収する方法等、検討した結果、健診当日

に調査票を配布し、研究所あての返信用封筒で郵送する

方式に決定した。

5)調査結果の公表

市の方では、市名を明らかにしない方法を希望してい

るため、報告書では fA市」と表記するが、調査に協力

した受診者には研究所のウェプ‘サイトに報告書が載るこ

とを予め説明している。

1V.考察

1 .満足度調査について

乳幼児憧康診査のいわゆる「満足度」評価について文

献的考察を含めて検討した。

韓やか親子 21には、「憧診に満足している者の割合」

が指標としてあげられており、「健診に満足しています

かJという質問に対する「はしリと答えた割合であって

も、「受けた健診の感想はし、かがですか」という質問に対

する「信頼がおけて安心できた」と答えたものの割合で

あっても、より高いことが望ましいことは確かである。

しかし、模黙とした満足感であり、乳幼児健診の内容の

充実のためには、「満足度」の内容について何を把握する

のかを語論すべきであると考えた。

2.新しい観点からの満足度調査について

乳幼児蝿康診査は、乳幼児の健康状瞳の評価と、今後、

より憧康に育つためのさまざまな広量の指導から成り立

っている。指導の中には、疾愚や障害に関する寵養指導

から子育て一般に関することまで含まれている。かつて

は疾病や異常の早期発見に時聞が取られていたが、しだ

いに子育て支援に時間を割く余裕が生まれ、現在では、

乳幼児の憧康状瞳の診査と、保護者の子育て支援の双方

に力点があると表現されることが多い。
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したがって、健診の満足度をより的確に把握するため、

子どもの憧康状態などのチェックについての対応と、保

謹者の悩みや不安などについての対応についての満足度

を分けて聞い、一方では、保謹者が相談したいと思って

いる個別のニーズについて内容を把握するとともに、健

診で、解決に至ったかどうか、どの段階、どの担当者のと

ころで解決したのかを調査することとした。

この調査によって、乳幼児健診の実施内容を評価し、

改善のための有用な資料が得られると考えられるa

V.結語

乳幼児憧康診査のいわゆる I満足度」評価について検

討し、新しい観点からの調査を考案した。調査の実施は

来年度となったが、その結果を分析し、乳幼児憧診の評

価について検討を進めていきたい。
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乳幼児健診をよりよくするためのアンケート (3~4か月児健康診査)

月平成23年
<3~4か月児健康診査用〉

乳幼児健診をよりよくするためのアンケートのお願い

調査票

乳幼児健診の満足度評価に関する研究
主任研究者益邑千草

今日は、 3~4か月児健康診査を受診され、お痕れさまでした。
日本子ども家庭総合研究所では、さまざまな研究の一環として、市区町村の母子保健事業の評価

の研究をしております。
このたび、よりよい乳幼児健診のあり方を検討するため、 00市のご協力のもとに、乳幼児健診
(3-4か月児健康診査、 1歳 6か月児健康診査、 3歳児健康診査)について、アンケート調査を

実施することになりました。
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間5 今日の健診を受ける前に、お子さんについて気になっていたり、子育てのことで相談し
たいと恩っていたり、聞きたいことがありましたか?

1.はい 2. いいえ

、" '" 1-:'-(はぷ」と答えた1.iT
山 : 2. rいいえ」と答えた方は:3.どちらともいえないと答えた方は i・円 ， 

. 日 i問自へ i問6へ
:問7'" : E:  l lw 志

向6 今日の健診で聞けてよかったと思う話や助言などがありまし
たか。もしあれば、ご記入ください。

〈問5で「はい』と答えた方へ〉?γγ一寸1 そ…い……で札し

問7一2

3. どちらともいえない

=辛問9へ

アンケートの内容は、受診された方が、健診を受けにきてよかったと感じて帰られるのかどうか、
もし、改善した方がいい点があれば、どういうことなのか、などです。
皆さんのご意見は、今後の健診に反映してb、くため、研究所でまとめさせていただきます。集計

結果は研究所の紀要に掲載いたします。(研究所のウzプサイトでもご覧になれます。
htto:l/開 w.aiiku.or.io/皿ember/mm自由u.oh0)

この調査は、本研究所の倫理委員会の承認を得ております。個人が特定されることはなく、アン
ケートの回答内容を目的以外に使用することはありません。
調査の趣旨にご費問いただけましたら、 jo寸亡しいところを申し訳ございませんが、調査にご協力

くださいますようお願いいたします。

アYケート用紙は、健診日から 1週間以内に
返信用封筒に入れて郵送してください。
(切手は不要です)。
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今日の健診で、そのことは、解決につながりましたか?

1.はい 2.いいえ 3. どちらともいえない‘

中 ψψ

: 1. rはい』と答えた方:2. rいいえ』と答えた方は:3.どちらともいえないと答えた方は i
jは問8へ i閑9へ !問 9へ

l 
〈問 7-2で「はいJと答えた方へ〉
問8 健診のどの段階で、もしくはどの担当者のところで解決しましたか?

どれにOをつければよいかわからない、などの場合は「その他」のかっこ内に、わかる範囲
でご記入ください。(複数回答可〕

問合せ先:
干106-8580 東京都港区南麻布 5-6-8

日本子ども家庭総合研究所
母子保健研究部

益邑千草(マZ均、小児科医師)
電話量FAX:03-3473-8343 (直通)

1.問診
2.身体計測
3.医師の診察
4.栄養指導
5.保健指導

6.その他の場(

A.保健師・看護師・助産師
B.医師
C.栄養士

D.その他の人(受付事務、保育ボランティアなど)

-00市から~
健診以外にも、育児相談や電話相談を

行なっていますので、ご利用ください。
(詳しくは、各区役所にお問い合わせください。)
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乳幼児健診をよりよくするためのアンケートのお願い

間9 今日の健診で、できればして欲しかった対応、聞き足りなかったことなどが、ありませんで
したか。もしあれば、さしっかえがない範囲で、ご記入ください。
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乳幼児健診の満足度評価に関する研究
主任研究者益巨千草

今日は、 1歳6か月児健康診査を受診され、お疲れさまでした巴
日本子ども家庭総合研究所では、さまざまな研究の一環として、市区町村の母子保健事業の評価

の研究をしております。
このたび、よりよい乳幼児健診のあり方を検討するため、 00市のご協力のもとに、乳幼児健診
(3~4か月児健康診査、 1 歳 6 か月児健康診査、 3議児健康診査)について、アンケート調査を

実施することになりました。

アンケートの内容は、受診された方が、健診を受けにきてよかったと感じて帰られるのかどうか、
もし、改善した方がいい点があれば、どういうことなのか、などです。
皆さんのご意見は、今後の健診に反映していくため、研究所でまとめさせていただきます。集計

結果は研究所の紀要に掲載いたします。(研究所のウェプサイトでもご覧になれます。
htt口://www.aiiku.or.jp/memb町 /m_me凹.口hp)

この調査は、本研究所の倫理委員会の承認を得ております。個人が特定されることはなく、アン
ケートの回答内容を目的以外に使用することはありません。
調査の趣旨にご賛問いただけましたら、お忙しいところを申し訳ございませんが、調査にご協力

くださいますようお願いいたします。

最後に、健診全体についての感想をうかがいます。

悶 10 今日の健診で、お子さんの健康状態などのチェックについての対応は、どうでしたか。

3. どちらともいえない2.対応はだいたい十分だった1.対応は十分だった

5.対応は不十分だった4.対応はやや不十分だった

今日の健診で、お母さんや保護者の悩みや不安などについての対応は、どうでしたか。

3. どちらともいえない2.対応はだいたい十分だった1.対応は十分だった

問11 

5.対応は不十分だった4.対応はやや不十分だった

アンケート用紙は、健診日から 1週間以内に
返信用封筒に入れて郵送してください。
(切手は不要です)ロ

*ご回答ありがとうございました。

*健診日から 1週間以内に、返信用封筒に入れて郵送してください(切手は不要です)。
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問合せ先:
干106-8580 東京都港区南麻布 5-6-8

日本子ども家庭総合研究所
母子保健研究部

益邑千草 ("<'J;旬、小児科医師)
電話&FAX:03-3473-8343 (直通)

~OO市から~
健診以外にも、育児相談や電話相談を
行なっていますので、ご利用ください。

(詳しくは、各区役所にお問い合わせくださいJ



問9 今日の健診で、できればして欲しかった対応、聞き足りなかったことなどが、ありませんで
したか。もしあれば、さしっかえがない範囲で、こ官E入ください。

乳幼児健診をよりよくするためのアンケート (1歳6か月児健康診査)

番号にOをつけてください。必要に応じて( )内にご記入ください。

| 問 1 お住まいの区はどちらですか。

1. B区 2. C区 3. D区 4. E区 5. F区 6. G区 7.H区

| 問2 何番目のお子さんですか。 I I 問3 お子さんの酬は? I 
1.第1子 2.第2子 3.第3子 4.第( )子 l.男児 2.女児

| 問4 お子さんとの続柄は? I 
1.母親 2.父親 3.祖母 4 祖父 5.その他( ) 

最後に、健診全体についでの感想、をうかがいます。

今日の健診で、お子さんの健康状態などのチ""-7クについての対応は、どうでしたか。閑 10 

3. どちらともいえない2.対応はだいたい十分だった1.対応は十分だった
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5‘対応は不十分だった4.対応はやや不十分だった

今日の健診で、お母さんや保護者の悩みや不安などについての対応は、どうでしたか。閑 11 

3. どちらともいえない2.対応はだいたい十分だった1.対応は十分だった

5.対応は不十分だった4.対応はやや不十分だった

問5 今日の健診を受ける前に、お子さんについて気になっていたり、子育てのことで相談した
いと思っていたり、聞きたいことがありましたか?

1. はい 2.いいえ 3. どちらともし、えない
可bψ+

:-"-i''--'(はい」と答えた方自
i 2. rいいえJ1::答えた方は i3.どちらともいえないと答えた方は i;は
l問6..... :間6へ

i問7""'-l l￥ W 
閲6 今日の健診で聞けてよかったと思う話や助言などがありまし

たか。もしあれば、ご記入ください。
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牢ご回答ありがとうございました。

牢健診日から 1週間以内に、返信用封筒に入れて郵送してください(切手は不要です)。

=キ閲 9へ

〈問5で「はbい、リ」と答えた方へ〉Tγ「一→1 そ悼れ制同は…立

悶7一2 今日の健診で、そのことは、解決につながりましたか?

1.はい 2.いいえ 3. どちらともいえない
ψψ 申

l.rはい』と答えた方:2. rいいえJ1::答えた方は i3.どちらともいえないと答えた方は i
iは問8..... :閑 9へ i閑9へ

↓ 
〈間7-2で『はいJと答えた方へ〉

問8 健診のどの段階で、もしくはどの担当者のところで解決しましたか?
どれにOをつければよいかわからない、などの場合は「その他」のかっこ内にわかる範囲で

ご記入〈ださい。(複数回答可)
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A.保健師・看護師・助産師
B.医師
C.歯科医師
D. 臨尿心理士
E.栄養士

F.歯科衛生士
G.その他の人(受付事務、保育ボランティアなど)

1.問診
2 身体計測
3.医師の診察
4.歯科診察
5.心理相談(検査)
6.栄養指導

7.保健指導
8.その他の場(
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番号にOをつけてください。必要に応じて( )内にご記入ください。

| 問1 お住まいの区はどちらですれ

1. B区 2. C区 3. D区 4. E区 5. F区 6. G区 7.H区

| 問2 何番目のお子さんですか。 I I 問3 お子さんの性別は? I 
1.第 1子 2.第2子 3.第3子 4.第( )子 1.男児 2.女児

| 間4 お子さんとの続柄は? I 
1.母親 2.父親 3.祖母 4.祖父 5.その他( ) 

乳幼児健診をよりよくするためのアンケート何歳児健康診査)

月平成 23年

く 3歳児健康診査用〉

乳幼児健診をよりよくするためのアンケートのお願い

乳幼児健診の満足度評価に関する研究
主任研究者益邑千草

今日は、 3歳児健康診査を受診され、お疲れさまでした。
日本子ども家庭総合研究所では、さまざまな研究の一環として、市区町村の母子保健事業の評価

の研究をしてお宮ます。
このたび、よりよい乳幼児健診のあり方を検討するため、 00市のご協力のもとに、乳幼児健診
(3-4か月児健康診査、 1歳6か月児健康診査、 3歳児健康診査)について、アンケート調査を

実施することになりました。

間5 今日の健診を受ける前に、お子さんについて気になっていたり、子育てのことで相談した
いと思っていたり、聞きたいことがありましたか?

1 はい 2.いいえ
ψψ  

I. fはいJと答えた方「
: 2. rいいえJと答えた方は:3.どちらともいえないと容えた方は i

lは
i問6........ : 

j問7八li w w 問日 今日の健診で聞けてよかったと思う話や助言などがありまし
た古弘もしあれば、ご記入ください。

3. どちらともいえない

アンケートの内容は、受診された方が、健診を受けにきてよかったと感じて帰られるのかどうか、
もし、改善した方がいい点があれば、どういうことなのか、などです。
皆さんのご意見は、今後の健診に反映していくため、研究所でまとめさせていただきます。集計

結果は研究所の紀要に掲載いたします。(研究所のクzプサイトでもご覧になれます。
http://www.aiiku.町.jp/member/岡田n札口h回)

この調査は、本研究閣の倫理委員会の承認を得ております。個人が特定されることはなく、アン
ケートの回答内容を目的以外に使用することはありません。
調査の趣旨にご費問いただけましたら、お忙しいところを申し訳ございませんが、調査にご協力

くださいますようお願いいたします。

〈問5で『はい」と答えた方へ〉

マ-1……一
問7-2 今日の健診で、そのことは、解決につながPましたか?

1. はい 2_いいえ 3. どちらともいえない
ψψ ψ  

l， fはい』と答えた方:2 _ rいいえJ~答えた方は: 3.どちらともいえないと答えた方は j

iは問8へ i岡9へ i問9へ

l 
〈問7-2で『はい」と答えた方へ〉

問8 健診のどの段階で、もしくはどの担当者のところで解決しましたか?
どれにOをつければよいかわからない、などの場合は「その他」のかっと内にわかる範囲で

ご記入ください。(複数回答可〕

=寺岡9へ

アンケート用紙は、健診日から 1週間以内に
返信用封筒に入れて郵送してください。
(切手は不要です}。
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問合せ先:
干106-8580 東京都港区南麻布5-6-8

日本子ども家庭総合研究所
母子保健研究部

益邑千草(マ泊予、小児科医師)
電話&FAX:03-3473-8343 (直通)

A.保健師・看護師・助産師
B. 医師
C.歯科医師
D.臨床心理士
E.栄養士

F.歯科衛生士
G.その他の人(受付事務、保育ボランティアなど}

1.問診
2.身体計測

3. 医師の診察
4.歯科診察
5.心理相談(検査)
6.栄養指導

7.保健指導
8.その他の場(

-00市から~
健診以外にも、育児相談や電話相談を
行なっていますので、ご利用ください。

(詳しくは、各区役所にお問い合わせください。)



問9 今日の健診で、できればして欲しかった対応、聞き足りなかったことなどが、ありませんで
したか。もしあれば、さしっかえがない範囲で、ご記入ください。

最後に、健診全体についての感想をうかがいます。

今日の健診で、お子さんの健康状態などのチ:;t:."';/クについての対応は、どうでしたか。間 10

3. どちらともいえない2.対応はだいたい十分だった1.対応は十分だった
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5.対応は不十分だった4.対応はやや不十分だった

今日の健診で、お母さんや保護者の悩みや不安などについての対応は、どうでしたか。問 11 

3. どちらともいえない2.対応はだいたい十分だった1.対応は十分だった

5.対応は不十分だった

*ご回答ありがとうございました。

*健診日から 1週間以内に、返信用封筒に入れて郵送してください(切手は不要です)。

4.対応はやや不十分だった
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